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球磨郡市広報研究協議会合同特集

つながる森林 つながる未来
～あなたも森林を守る一員になりませんか～

▲ 民有林面積の内訳

人
吉
球
磨
の
8
割
は
森
林

　

１
市
４
町
５
村
で
構
成
さ
れ
て

い
る
人
吉
球
磨
地
域
は
、
地
域

の
総
面
積
１
５
３
，
６
５
７
㌶

の
う
ち
、
林
野
面
積
が
１
２
５
，

２
１
４
㌶
と
総
面
積
の
81
㌫
が
森

林
で
す
。

▲ 人工林面積の内訳

人工林 人工林 
68，775ha68，775ha
(67%)(67%)

天然林 天然林 
29,966ha29,966ha
(29%)(29%)

その他 その他 
3,291ha(4%)3,291ha(4%)

【人吉球磨地域の森林資源】
◆森林資源構成グラフ◆人工林資源構成グラフ

スギスギ
33,408ha33,408ha
(49%)(49%)

ヒノキ ヒノキ 
29,887ha29,887ha
(43%)(43%)

その他 その他 
5，481ha(8%)5，481ha(8%)

林
業
は
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

　

林
業
の
現
場
は
、
担
い
手
不
足

や
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
な
ど
で

森
林
の
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
、
経
営
意
欲
が
低
下

し
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
伐
採
に
必
要
な
届

出
制
度
な
ど
の
理
解
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と
や
、
届
出
数
に
対
す
る

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
と
い
っ
た
課
題

も
あ
り
ま
す
。

森
林
を
守
る
仕
事
「
林
業
」

　

林
業
は
、
森
林
を
維
持
管
理
し

な
が
ら
、
育
成
し
た
樹
木
を
伐
採

し
、木
材
を
生
産
す
る
仕
事
で
す
。

苗
木
を
植
え
、
豊
か
な
森
林
に
す

る
た
め
に
、
下
刈
り
、
枯
れ
た
枝

な
ど
を
落
と
す
枝
打
ち
、
森
林
密

度
を
調
整
す
る
間
伐
な
ど
、
季
節

ご
と
に
異
な
る
作
業
を
行
い
、
持

続
可
能
な
森
林
管
理
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
あ
な
た
が
使
っ
て
い

る
木
の
机
や
家
、
紙
で
で
き
た
本

や
ノ
ー
ト
な
ど
は
、
す
べ
て
森
の

木
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
林
業

の
仕
事
は
、
こ
れ
ら
の
製
品
を
生

み
出
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。

球磨郡市広報紙研究協議会合同特集

参照：熊本県林業統計要覧（令和４年度版）

生
活
に
恵
み
を
も
た
ら
す
森
林

　

森
林
に
は
、
木
材
の
生
産
や
水

源
の
養
成
、
国
土
の
安
全
、
生
物

多
様
性
の
保
全
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
が
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活

に
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

貢
献
に
期
待
が
高
ま
り
、
森
林
の

整
備
や
保
全
が
林
業
の
重
要
な
役

割
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　古くから森林に恵まれ、林業が盛んだった人吉球磨。近
年、林業を取り巻く環境は大きく変化しています。長い年月
をかけて人々の暮らしを支えてきた林業。その歴史と伝統
を受け継ぎ、新たな時代を切り開こうとする若者たちの熱
い思いに迫ります。
　林業の今と未来ー。仕事内容など、昔とは大きく変わった
林業を取り巻く環境を詳しく見ていきましょう。

この特集は人吉市・錦町・多良木町・湯前町・水上
村・相良村・五木村・山江村・球磨村・あさぎり町
の広報担当者が協力して作りました。
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Interview
　実家が林業関係の仕事を営んでいたため、幼いときから
林業は身近な存在。いつしか林業への憧れが芽生え、その
道に進むことを決意しました。兄弟で父の仕事を手伝い、
24歳で独立。現在の会社を立ち上げて造林の仕事を中心
に始め、徐々に伐採の依頼も増え、軌道に乗りました。
　林業は常に危険が待ち構えていて、けがや事故の防止の
ため日本各地で講習を受け、安全対策を心掛けています。
人吉球磨地域で弊社のみ導入しているロープワークは、ツ
リークライミングで木に登り、伐採するクライマーと地上
から指示するグランドワーカーの信頼関係があってこそ
作業が成り立ちます。
　さまざまな状態や大きさの木を、試行錯誤しながら思い
どおりに切り倒すことが魅力です。依頼者が諦めかけてい
た木を伐採し、喜んでもらえたときはうれしいですね。林
業を通じて知り合った別の会社の仲間と一緒に仕事をす
る機会も多く、助け合って仕事ができることも魅力です。
　人吉球磨には林業の会社が多くあり、自然を守るために
さまざまな努力をしています。楽しくやりがいのあるかっ
こいい仕事を私たちと一緒にしてみませんか。

▲ グランドワーカーと確認しながら安全に作業する

人吉球磨地域の林業に従事する皆さんに、仕事の魅力を聞きました。

　大学卒業後、さまざまな出会いを通じて山に目を向ける
ようになり、林業大学校に入学し、林業についてのノウハ
ウを学びました。卒業後は地元で働きたい気持ちがあり、
弊社に入社し、植林や間伐など木を植え育てることに情熱
を注いでいます。
　林業の魅力は、何と言っても自然の中で体を動かし、健
康的に働けることです。春には新緑の息吹を感じ、夏には
木陰の涼しさに癒されるなど、四季折々の変化を肌で感じ
ながら、山の中でストレスなく仕事ができます。森林は、
私たちの生活に必要な木材となるだけでなく、土砂災害の
防止、空気を浄化する役割などがあります。森の整備を通
して地域に貢献できることも大きなやりがいです。
　仕事では、昼休みにコーヒーを入れたり、プチキャンプ
をしたりとリフレッシュもできます。残業もなく、家族や
友人との時間を大切にしながら、自然の中で心身ともにリ
フレッシュできる。そんな充実したライフスタイルを送る
ことができることは、林業の大きな魅力です。
　自然の中で働き、地域に貢献できる林業。私と一緒に、
緑豊かな未来を築きませんか。

▲ ドローンを使い、シカの食害防護柵の材料を運搬

合同会社 木
こ び と や

人舎

城
しろもと

本 幸
ゆきのり

慶 さん（26 = 相良村）

森林や林業の持続可能性を確保
するための事業を行う。大型ド
ローンを県内でもいち早く導入
するなどして、スマート林業も推
進。

大型ドローンの導入で
スマート林業を推進

私たちが林業を支えています

株式会社 黒木山業

代表取締役

黒
くろき

木 貴
たかみち

道 さん（38＝多良木町）

平成24 年（2012 年）に会社を
設立。５人の従業員とともに、九
州を中心に特殊伐採をメインに
事業を展開する。モットーは「切
れない木はない」。

切れない木はない
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林
業
を
専
攻
し
た
理
由

中
原　

入
学
時
は
農
業
を
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
年
生
の
と
き

に
「
Wウ

ッ

ド

O
O
D
Jジ
ョ

ブ
O
B
！　

〜
神
去

な
あ
な
あ
日
常
〜
」
と
い
う
映
画
を
見

て
林
業
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。ま
た
、

林
業
コ
ー
ス
に
進
学
し
て
い
る
兄
か
ら

「
楽
し
い
よ
」と
言
わ
れ
、選
び
ま
し
た
。

犬
童　

父
が
山
師
、
母
が
林
木
の
加
工

場
に
務
め
て
い
て
、
小
さ
い
頃
か
ら
父

の
現
場
に
よ
く
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

い
、
働
く
姿
が
か
っ
こ
い
い
な
と
思
い

林
業
へ
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

総合農業科環境コース林業専攻３年

犬
いんどう

童 隆
りゅうほう

峰 さん（多良木町）

総合農業科環境コース林業専攻３年

中
なかはら

原 有
ゆ き

規 さん（人吉市）

南
稜
高
等
学
校

×

印
象
に
残
っ
て
い
る
実
習

中
原　

毎
年
１
月
に
あ
る
、
ジ
ビ
エ
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
思
い
出
深
い
で
す
。

猟
友
会
の
人
と
一
緒
に
わ
な
を
仕
掛
け

て
捕
ま
え
た
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
食
材

に
、
み
ん
な
で
朝
か
ら
準
備
し
て
食
べ

る
の
は
楽
し
く
、
命
の
大
切
さ
も
感
じ

な
が
ら
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

犬
童　

演
習
林
で
の
間
伐
の
実
習
が
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
後
の
進
路

中
原　

先
輩
が
林
大
に
進
学
し
て
い

て
、
楽
し
く
学
び
な
が
ら
即
戦
力
に
な

れ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、

進
学
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
親
や
親

戚
な
ど
か
ら
止
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
姉

が
「
し
た
い
こ
と
を
し
た
ら
い
い
」
と

背
中
を
押
し
て
く
れ
、
さ
ら
に
は
周
り

も
説
得
し
て
く
れ
た
の
で
、
夢
に
向
け

て
林
大
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

犬
童　

卒
業
後
、
林
業
に
携
わ
る
仕
事

へ
就
職
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
年

生
の
春
に
林
大
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
ま
ず
は
林
大

へ
進
学
し
て
み
よ
う
と
い
う
考
え
に
変

わ
り
ま
し
た
。

未
来
の
林
業
を
担
う
人
材
に

中
原　

木
が
倒
れ
た
と
き
の
達
成
感
が

好
き
で
、
林
大
で
は
高
校
の
実
習
よ
り

も
大
き
な
木
を
切
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
女
性
が
少
な
い
職
場
で

す
が
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
っ
て
い

け
る
よ
う
な
人
材
に
な
る
こ
と
を
目
標

に
、
多
く
の
資
格
が
取
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。

犬
童

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
の

で
、
重
機
な
ど
の
機
械
を
扱
う
実
習
が

楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
在
学
中
に
多
く

の
資
格
が
取
れ
る
よ
う
、
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
吉
球

磨
の
林
業
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材

に
な
り
た
い
で
す
。

を学ぶ若者たち

※林業大学校＝林大

　球磨郡あさぎり町にある高校。総合農業科では、体験活動を中心と
した学習を通し、命を育て生かしていくための知識や技術、自然と調
和した暮らしについて学びます。
　２年次は「動物」「植物」「環境」の３つのコース、３年次にはさらに
学びを深めたい「畜産」「作物」「園芸」「林業」「農業土木」の５専攻から
選択できます。専門性を生かした校外活動にも積極的に取り組み、社
会のあらゆる場面で活躍できるスペシャリストの育成を目指します。

熊本県立南稜高等学校 総合農業科

▲ ホームページ

▲ 丸太を積み込む実習

人吉球磨地域には、林業従事者を育てる 2つの学校があります。そこに通
う若者に、どんなことを学んでいるかインタビューしました
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林
業
大
学
校

く
ま
も
と×

桒
くわはら

原 竜
りゅうせい

誠 さん
（19 = 錦町）

桧
ひやま

山 拓
たく み

洋 さん
（34 = 愛知県）

人吉球磨で林業

林
業
を
専
門
的
に
学
ぶ
た
め
に

桧
山　

愛
知
県
で
育
ち
ま
し
た
が
、
幼

少
期
は
人
吉
市
で
過
ご
し
た
こ
と
も
あ

り
、
将
来
は
人
吉
球
磨
で
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
林
業
か
半
導
体
分

野
へ
進
む
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
叔
父

が
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
未
経
験
か
ら
で
も
学
べ
る
林
大
へ

の
入
校
を
決
め
ま
し
た
。

桒
原　

中
学
生
の
頃
に
林
業
を
知
り
、

南
稜
高
校
で
学
ぶ
な
か
で
興
味
が
出
て

き
ま
し
た
。
実
習
で
伐
採
し
た
こ
と
が

楽
し
い
こ
と
、
担
任
の
先
生
に
林
業
の

面
白
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

林
業
の
道
に
進
も
う
と
思
い
ま
し
た
。

林
業
の
仕
事
を
す
る
に
は
、
資
格
を
取

得
し
て
現
場
に
出
た
ほ
う
が
い
い
の
で

林
大
を
選
び
ま
し
た
。

現
場
で
即
戦
力
を
養
成

桧
山　

林
業
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を

座
学
と
実
習
で
学
べ
ま
す
。
例
え
ば
、

「
木
は
、
呼
吸
を
し
な
が
ら
光
合
成
を

行
う
が
、
高
齢
化
し
生
長
量
が
少
な
く

な
る
に
つ
れ
、
光
合
成
の
力
が
弱
ま
っ

て
い
く
。
年
数
が
た
つ
と
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
の
方
が
大
き
く
な
っ
て
い

く
」
な
ど
、
木
が
大
き
く
育
っ
た
か
ら

伐
採
す
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
土
地
の
環
境
な
ど
も
考
慮
し

て
伐
採
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

在
学
中
に
多
く
の
資
格
を
取
れ
る
の

林
業
を
な
り
わ
い
に

桧
山

ま
だ
は
っ
き
り
と
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
人
吉
球
磨
で
林

業
の
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
自
分
で
決
め
た
夢
を
叶
え
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

桒
原　

林
大
の
実
習
で
は
木
を
た
く
さ

ん
伐
採
で
き
る
の
で
、
今
の
う
ち
に
多

く
の
実
務
経
験
を
積
み
、
取
得
で
き
て

い
な
い
資
格
を
取
得
し
て
林
業
の
仕
事

に
就
き
た
い
で
す
。

　熊本県が運営する大学校で県北・県南の2 校を開校。
県南校は五木村にあり、林業に必要な技術と現場力を身
につけて、次世代をリードする林業の担い手の確保や育
成を図ります。
　毎年８月ごろには、くまもと林業大学校オープンキャ
ンパスが行われています。詳しくは、県農林水産部森林局
林業振興課（☎096-333-2444）へお尋ねください。

くまもと林業大学校

で
、
卒
業
後
に
即
戦
力
と
し
て
働
け
る

こ
と
も
魅
力
で
す
。

桒
原　

入
校
し
て
す
ぐ
は
座
学
ば
か
り

で
き
つ
か
っ
た
で
す
。
６
月
か
ら
は
下

刈
り
の
実
習
で
し
た
が
、
暑
さ
と
斜
面

で
の
作
業
で
大
変
で
し
た
。
た
だ
、
年

齢
関
係
な
く
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
楽
し
い
で
す
。
高
校
で
も
伐
採

を
す
る
授
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
木
工

制
作
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
大
学
校
で
は

現
場
に
慣
れ
る
た
め
、
ど
ん
ど
ん
伐
採

さ
せ
て
も
ら
え
る
の
で
と
て
も
楽
し
く

充
実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

▲ ホームページ

▲ チェンソーによる伐木等特別教育

▲ TikTok
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近
年
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
作

業
の
変
革
を
図
る
D
X
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
業
分
野
で
の
D
X
化
は
、

森
林
調
査
や
デ
ー
タ
分
析
な
ど
、

従
来
、
人
の
手
で
行
っ
て
き
た
仕

事
を
効
率
化
し
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
や
、
重
労
働
や
危
険
が

伴
う
作
業
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
安

全
な
作
業
環
境
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
創
出
な
ど
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
D
X
の

実
現
に
つ
な
が
る
「
ス
マ
ー
ト
林

人吉球磨の林業もスマート化！

未
来
を
開
く
革
新（
D
X
化
）

林業の最先端 ～デジタル化で林業の推進へ～

◆ スマート林業のメリット

・高齢化と人材不足の解消
　大人数で手作業で行っていた作業を大型の機械な
どを使用すれば1人でできるようになります。
・生産性の向上
　作業の効率化や省力化が実現し、生産性の向上に
つながります。
・安全性の向上
　危険な作業をロボットやドローンに任せること
で、作業員の安全確保に貢献します。
・森林管理の最適化
　ドローンなどで収集したデータを分析すること
で、森林の状況を正確に把握し、最適な管理計画を立
てることができます。

業
」は
、情
報
通
信
技
術
や
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
の

林
業
の
あ
り
方
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
人
材
育
成
に
つ
い
て
の
費

用
の
負
担
、
情
報
格
差
な
ど
課
題

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

克
服
し
、
Ｄ
Ｘ
化
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
関
係
者
間
の
連
携
と
、

継
続
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で

す
。人

材
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
人
吉
球
磨
地
域
で
も
、
林
業
の

D
X
化
は
地
域
の
活
性
化
や
持

続
可
能
な
森
林
経
営
に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲ ドローンを使用した森林調査や造林作業

▲ 画像解析ソフトを使った森林環境モニタリング

▲ 大型の機械を使用した伐木・造材・搬出作業

　

近
年
人
吉
球
磨
地
域
の
林
業
の

現
場
は
、
深
刻
な
人
手
不
足
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
手
不

足
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め

「
ス
マ
ー
ト
林
業
」
と
い
う
D
X

化
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

具
体
例
と
し
て
、
ま
ず
植
林
な

ど
の
造
林
作
業
へ
の
大
型
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
人

が
容
易
に
入
れ
な
い
険
し
い
山
地

で
も
効
率
的
に
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
人
手
も
そ
こ
ま
で
必

要
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
非
常
に

有
効
な
も
の
で
す
。
伐
木
な
ど
を

伴
う
造
林
の
場
合
は
、
大
型
の
専

門
機
械
を
導
入
す
る
会
社
が
増
え

人
材
不
足
解
消
の
一
翼
を

担
う
ス
マ
ー
ト
林
業

て
き
て
い
ま
す
。
人
の
手
に
よ
る
作

業
に
比
べ
て
大
幅
な
効
率
化
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

　

次
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
森
林

管
理
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
森
林
の
構

造
を
把
握
す
る
た
め
に
小
型
の
ド

ロ
ー
ン
で
撮
影
し
、
画
像
解
析
ソ
フ

ト
「
Kく

み

き

U
M
I
K
I
」
と
い
う
シ
ス

テ
ム
を
使
っ
て
森
林
の
解
析
調
査
を

行
い
ま
す
。
森
林
の
状
態
を
詳
細
に

把
握
で
き
、
よ
り
効
果
的
な
森
林
管

理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ス
マ
ー
ト
林
業
は
、
最
新
技
術
を

駆
使
し
て
林
業
の
生
産
性
を
高
め
、

人
手
不
足
を
補
う
た
め
の
重
要
な
取

り
組
み
で
す
。
今
後
も
技
術
の
進
化

と
と
も
に
、
県
も
サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
人
吉
球
磨
の
林
業
振
興
の
手
助
け

に
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

熊本県県南広域本部
球磨地域振興局　農林部　林務課長

小
こ ざ き

﨑　ジュン さん）

人吉球磨地域でのスマート林業の取り組み状況を県の担当者に聞きました。

デジタル技術を活用したスマート林業は、これまでの林業のあり方に大きな変化
をもたらしています。
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私
た
ち
の
大
切
な
ふ
る
さ
と
を

守
る
た
め
に
ー

　

森
林
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え

る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

森
は
き
れ
い
な
水
を
育
み
、
空
気
を
浄

化
し
、
災
害
か
ら
も
私
た
ち
を
守
っ
て

く
れ
ま
す
。

　

人
吉
球
磨
地
域
の
安
全
安
心
を
守

り
、
豊
か
な
森
林
資
源
を
次
世
代
に
つ

な
ぐ
た
め
に
は
、「
木
を
切
っ
て
、
木

材
と
し
て
使
っ
て
、
切
っ
た
後
に
は
植

栽
を
し
、
森
林
を
育
て
る
」
と
い
う
循

環
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

い
ま
、
こ
れ
か
ら
の
林
業
を
支
え
て

い
く
若
者
が
人
吉
球
磨
に
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
彼
ら
は
、
大
切
な
ふ
る
さ
と
を

守
る
た
め
に
、
新
し
い
技
術
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
森
を
守
り
、
育
て
、
未
来

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
使
命
を

持
っ
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
林
業
従
事
者
が
伝
え
て
く
れ
た

豊
か
な
森
林
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
生
活
に

つ
な
が
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
森
の
魅

力
に
気
づ
い
た
り
、
興
味
を
持
っ
た
り

す
る
こ
と
、
ま
た
、
紙
や
木
材
を
大
切

に
使
う
こ
と
で
私
た
ち
も
木
を
守
り
、

森
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
小

さ
な
行
動
が
森
林
を
未
来
へ
つ
な
ぎ
ま

す
。
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令
和
６
年
度
錦
町
子
ど
も
議
会
開
催

　

１
月
15
日
、
令
和
６
年
度
錦
町
子
ど

も
議
会
が
錦
町
役
場
議
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
「
子
ど
も
議
会
」

を
通
し
て
、
議
会
の
仕
組
み
と
町
の
将

来
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
錦
中
学

校
の
３
年
生
か
ら
議
長
２
人
、
質
問
者

６
人
が
出
席
。
質
問
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

「
観
光
方
策
に
つ
い
て
」

１
番　

藤
川　

恭
佑

　

【
質
問
】
本
町
は
、
人

吉
海
軍
航
空
基
地
跡
、
日

本
遺
産
木
本
神
社
な
ど
、

地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

を
活
か
し
た
観
光
の
推
進
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た

今
後
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
つ

い
て
、
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
答
弁
】
現
状
、
町
が
力
を
入
れ
て
い

る
観
光
方
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
吉

海
軍
航
空
基
地
資
料
館
へ
の
誘
客
と
道

の
駅
物
産
館
へ
の
誘
客
が
あ
り
ま
す
。

　

人
吉
海
軍
航
空
基
地
資
料
館
へ
の
誘

客
で
は
、
資
料
館
の
周
辺
に
食
肉
解
体

工
場
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
、
森

林
組
合
の
事
業
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
教
育
旅

行
、
い
わ
ゆ
る
修
学
旅
行
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
商
品
化
し
、
教
育
旅
行
商
談
会
等

で
売
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
全
国
各
地

か
ら
錦
町
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
道
の
駅
物
産
館
へ
の
誘
客
で

は
四
季
折
々
の
野
菜
や
お
惣
菜
な
ど
、

豊
富
な
品
揃
え
で
お
客
様
を
お
迎
え
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
「
剣
豪
と
フ
ル
ー

ツ
の
里
」
錦
町
の
代
表
的
果
物
で
あ
り

ま
す
、
桃
と
梨
の
時
期
に
は
県
外
か
ら

も
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

観
光
方
策
は
こ
の
ほ
か
に
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
も
含
め
て
、
錦
町
に
多
く

の
観
光
客
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
錦
町

あ
る
い
は
人
吉
球
磨
地
域
が
魅
力
的
だ

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
も
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

（
企
画
観
光
課
）

「
空
き
家
・
空
き
施
設

　

対
策
に
つ
い
て
」

２
番　

中
村　

芽
衣

【
質
問
】
空
き
家
の
問

題
は
全
国
的
に
発
生
し
て

お
り
、
本
町
に
お
い
て
も

空
き
家
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
早

急
な
対
策
が
必
要
で
す
。
空
き
家
バ
ン

ク
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
以
外
に
、
公

園
や
子
ど
も
が
遊
べ
る
場
所
を
増
や
し

た
ら
い
い
か
と
思
い
ま
す
。
錦
町
で
の

空
き
家
・
空
き
施
設
対
策
に
つ
い
て
、

今
後
の
さ
ら
な
る
推
進
方
策
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
答
弁
】
空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
錦
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
を
制
定
し
、
本
来
個
人
の
財

産
で
あ
る
空
き
家
を
責
任
も
っ
て
管
理

し
て
い
た
だ
く
、
あ
る
い
は
、
売
り
た

い
、
貸
し
た
い
と
思
わ
れ
る
方
々
に
対

し
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
周
知
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

公
園
や
子
ど
も
が
遊
べ
る
場
所
を
増

や
し
て
は
ど
う
か
の
提
案
に
つ
き
ま
し

て
は
、
道
の
駅
の
く
ら
ん
ど
公
園
に
小

さ
い
お
子
様
向
け
の
遊
具
を
設
置
す
る

計
画
で
す
。

　

今
後
も
、
空
き
家
・
空
き
施
設
対
策

も
含
め
、
様
々
な
対
策
を
講
じ
な
が
ら

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

（
企
画
観
光
課
）

「
高
齢
者
対
策
に

　

つ
い
て
」３

番　

赤
池　

莉
杏

【
質
問
】
我
が
国
で
は
、

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、

錦
町
で
も
、
令
和
４
年
時

点
で
高
齢
化
率
が
34
％
（
３
人
に
１
人

は
高
齢
者
）
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

高
齢
化
は
さ
ら
に
進
行
し
て
い
く
見
込

み
で
す
。
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え

て
い
く
た
め
に
、
錦
町
の
高
齢
者
対
策

に
つ
い
て
世
代
間
交
流
等
も
含
め
、
取

組
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
答
弁
】
中
学
生
議
員
の
皆
さ
ん
が
小

学
４
年
生
の
と
き
に
、
授
業
の
中
で
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
町
の
高

齢
者
対
策
の
一
つ
で
す
。
町
で
は
様
々

な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
の
２
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

１
点
目
が
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で

す
。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
は
、
ひ
と
り

暮
ら
し
や
身
体
機
能
が
低
下
し
た
高
齢

者
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者

を
対
象
に
身
体
の
維
持
向
上
、
認
知
症

予
防
、
仲
間
づ
く
り
等
を
目
的
と
し

て
、
分
館
単
位
、
ま
た
は
集
落
単
位
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
が
、
認
知
症
声
か
け
・
見
守

り
訓
練
で
す
。
認
知
症
声
か
け
・
見
守

り
訓
練
と
は
、
地
域
の
中
で
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
生
活
す
る

た
め
に
は
、
地
域
の
理
解
と
多
方
面
か

ら
の
支
援
体
制
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

そ
の
た
め
の
幅
広
い
啓
発
と
理
解
促

進
、
実
働
で
き
る
見
守
り
体
制
づ
く
り

を
目
指
し
て
実
施
を
し
て
い
ま
す
。

（
保
険
政
策
課
）

「
図
書
館
の
利
活
用
に

　

つ
い
て
」４

番　

水
野　

清
雅

【
質
問
】
全
国
の
状
況
を

見
る
と
図
書
館
の
数
は
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、
利

用
者
は
急
激
に
減
少
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
図
書
館
を
充
実
す
る
こ
と
が
で
き

和泉　千尋議長岡村　橙香議長
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れ
ば
、
私
た
ち
中
学
生
や
子
育
て
世

代
、
高
齢
者
の
方
、
町
民
全
て
の
心
が

豊
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

　

錦
町
図
書
館
の
さ
ら
な
る
利
用
率
の

向
上
の
た
め
に
、
移
動
図
書
館
の
充
実

な
ど
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
答
弁
】
錦
町
図
書
館
は
、
近
年
、
利

用
者
の
減
少
が
見
ら
れ
、
10
年
前
の
平

成
26
年
度
と
比
較
す
る
と
、
約
７
０
０

人
が
減
少
し
て
お
り
、
利
用
者
の
増
加

に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

移
動
図
書
つ
く
し
い
ば
ら
号
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

図
書
館
ま
で
来
な
く
て
も
気
軽
に
本
を

借
り
れ
る
よ
う
巡
回
箇
所
の
見
直
し
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
楽
し
み
な
が
ら
本
に
注
目
し

て
も
ら
え
る
よ
う
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
年
５
回
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
あ
わ
せ
て
、
幼
少
期
か
ら
読
書

へ
の
関
心
を
引
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん

と
お
母
さ
ん
に
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
も
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
図
書
館
の
充
実
を

図
る
た
め
、
毎
年
約
１
，
２
０
０
冊
の

本
を
購
入
更
新
し
な
が
ら
、
魅
力
あ
る

図
書
館
と
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
、
欲
し
い
本
が

あ
る
場
合
に
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
、
希
望

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、

今
後
も
積
極
的
に
活
用
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

（
教
育
振
興
課
）

「
農
業
政
策
に
つ
い
て
」

５
番　

中
村　

留
菜

【
質
問
】
「
ス
マ
ー
ト

農
業
の
推
進
」
に
よ
り
、

生
産
性
の
向
上
や
農
林
業

の
維
持
・
向
上
が
図
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
の
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
」
や
「
農
業

人
材
の
確
保
」
な
ど
を
含
め
、
展
望
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
答
弁
】
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
農
業
に
お
い
て
効
率
化
、
省

力
化
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大

事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
錦
町
で

は
、
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
に

か
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
交
付
金
と
い
う
制
度
を
使
い
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
草
刈
り
機
な
ど
を
導

入
し
、
実
証
実
験
を
行
い
、
労
働
力
の

軽
減
及
び
労
働
時
間
の
短
縮
の
効
果
が

あ
り
、
現
在
、
町
内
で
16
台
稼
働
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
か
ら
は
、
作
業
が
な

く
な
っ
た
分
、
ほ
か
の
作
業
や
休
息
す

る
こ
と
が
で
き
、
効
率
的
に
な
っ
た
と

の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　

人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、
後
継
者
の

い
な
い
農
家
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、

全
国
の
就
農
希
望
者
と
マ
ッ
チ
ン
グ
を

す
る
事
業
を
進
め
て
お
り
、
農
業
だ
け

で
な
く
商
工
業
も
含
め
た
事
業
継
承
と

し
て
課
を
越
え
て
連
携
し
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
熊
本
県
の

農
業
参
入
企
業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参

加
し
、
農
業
分
野
だ
け
の
問
題
と
捉
え

ず
、
こ
ち
ら
も
課
を
越
え
て
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。（

農
林
振
興
課
）

「
町
長
の
こ
れ
ま
で
の

　

業
績
と
今
後
の
展
望

　

に
つ
い
て
」

６
番　

蔵
座
琉
希
音

【
質
問
】
平
成
19
年
に

町
長
に
初
当
選
さ
れ
て

以
来
、
現
在
５
期
目
18

年
に
わ
た
っ
て
在
職
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
町
政
の
中
で
、
森
本

町
長
が
最
も
力
を
入
れ
ら
れ
て
、
成
果

を
上
げ
ら
れ
た
と
御
自
身
で
感
じ
ら
れ

て
い
る
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
か
。

【
答
弁
】
森
本
町
長
が
町
長
に
就
任

後
、
最
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
だ

の
は
財
政
の
健
全
化
で
す
。
町
長
が
就

任
さ
れ
た
平
成
19
年
当
時
、
錦
町
の
財

政
状
況
は
、
熊
本
県
内
で
も
最
も
悪
い

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
各

種
経
費
の
節
約
や
無
駄
を
省
い
て
借
金

を
減
ら
す
工
夫
を
し
な
が
ら
、
令
和
５

年
度
決
算
で
は
、
そ
の
貯
金
も
約
15
億

円
に
な
り
、
少
し
ず
つ
町
で
自
由
に
使

え
る
お
金
が
増
え
健
全
化
が
進
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
が
、
今
後
の
世

の
中
の
情
勢
を
考
え
る
と
、
ま
だ
十
分

と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

　

子
育
て
支
援
や
学
校
施
設
の
整
備
、

企
業
誘
致
に
よ
る
働
く
場
の
確
保
、
近

年
に
お
い
て
は
物
価
高
騰
対
策
な
ど
、

力
を
入
れ
て
き
た
事
業
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
最
も
成
果
を
上
げ
た
取
組

と
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
現
す

る
た
め
に
取
り
組
ん
だ
財
政
の
健
全
化

だ
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
総
務
課
）

【
質
問
】
今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

力
を
入
れ
た
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

【
答
弁
】
現
在
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
な
ど
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て

き
ま
す
。
こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
行

し
、
さ
ら
に
高
齢
化
も
重
な
っ
て
く
る

と
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
お
い
て
人
手
不

足
の
問
題
が
起
き
て
く
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
経
済
や
社
会
保
障
制
度
の
崩

壊
、
ま
た
は
空
き
家
の
増
加
や
荒
れ
た

農
地
の
増
加
な
ど
、
地
方
の
衰
退
が
深

刻
化
し
て
き
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
は
、
今
後
、
現
在
行
っ

て
い
る
各
種
の
取
組
を
継
続
し
な
が

ら
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
の
安
定
を
最

優
先
に
し
、
人
口
の
減
少
に
向
け
た
取

組
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
森
本
町
長
）

（
子
ど
も
議
会
に
参
加
し
た
生
徒
）
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「葉たばこ」の種まき
豊作を願い

1
月
26
日
、Ｊ
Ａ
く
ま
中
央
育
苗
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
中
九
州
た
ば
こ
耕
作
組
合

下
球
磨
支
部
の
耕
作
者
及
び
関
係
者
約
70
人

が
参
加
し
、
葉
た
ば
こ
の
種
ま
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
７
年
作
か
ら
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
種
子
を

取
り
入
れ
、
こ
れ
ま
で
と
違
い
等
間
隔
で
植

え
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
間
引
き
が
い
ら
ず

苗
の
生
育
も
良
い
た
め
、
作
業
効
率
の
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。今
作
は
錦
町
15
戸
、山
江

村
・
相
良
村
12
戸
の
合
計
27
戸
が
約
50
h
a

で
栽
培
。耕
作
者
は
豊
作
を
願
い
な
が
ら
育

苗
箱
に
種
を
ま
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

播
種
祝
い
で
は
、西
嶋
健
一
支
部
長（
一
武

浜
川
）が
、「
１
㎏
当
た
り
２
，０
０
０
円
、反

収
２
８
０
㎏
の
56
万
円
以
上
を
目
標
に
生
産

に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

種をまく西嶋支部長（右）種をまいた苗箱

Nishiki Topics

第７回にしき産業フェスタ開催
多くの出店、来場者で賑わう

　

２
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
、
錦

町
役
場
庁
舎
前
広
場
で
錦
町
商
工
会

青
年
部
（
竹
田
生
史
部
長
）
主
催
の

「
第
７
回
に
し
き
産
業
フ
ェ
ス
タ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
、
２
月

１
日
、
２
日
の
開
催
予
定
で
し
た

が
、
悪
天
候
の
予
報
で
延
期
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
外
か
ら
食
品
や
衣

料
品
、
雑
貨
小
物
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
の
多
く
の
出
店
や
、
ダ
ン
ス
や

ド
ラ
ム
演
奏
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、

創
作
エ
イ
サ
ー
、
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

も
あ
り
、
寒
波
の
影
響
に
よ
り
寒
い

中
で
の
開
催
で
し
た
が
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

多くの来場者で賑わった産業フェスタ

人吉海軍航空基地資料館へ長椅子贈呈
球磨工業高校生が製作

1
月
29
日
、
球
磨
工
業
高
校
建
築
科
の
３

年
生
５
人
か
ら
、
自
分
た
ち
で
製
作
し
た
背

も
た
れ
付
き
長
椅
子
１
脚
、
ベ
ン
チ
６
脚
を

人
吉
海
軍
航
空
基
地
資
料
館
へ
贈
呈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

材
料
で
あ
る
杉
は
、
令
和
３
年
度
に
整
備

し
た
松
根
油
乾
留
作
業
所
跡
地
で
㈱
宮
﨑
林

業
が
伐
採
し
た
も
の
で
、
宮
﨑
孝
代
表
取
締

役
（
一
武
下
本
別
府
）
が
「
町
の
た
め
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
相
談
が
あ
り
、
球
磨
工

業
高
校
へ
製
作
を
依
頼
。
贈
呈
式
で
は
、
生

徒
を
代
表
し
坂
口
哉
翔
さ
ん
（
熊
本
市
）
が

「
こ
だ
わ
っ
た
の
は
座
面
に
反
り
を
つ
け
た

部
分
。
大
切
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
感
謝
状
贈
呈
後
、
手
柴
館
長
が
「
来
館

者
の
憩
い
の
場
に
な
る
。
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

長椅子を製作した球磨工業高校生と宮崎代表取締役（左から３人目）

ひみつ基地ミュージアム入館者数９万人突破！
岡山県からご来館

入館9万人目の加古川さんご家族
　

２
月
2
日
、
錦
町
立
人
吉
海
軍
航

空
基
地
資
料
館
（
に
し
き
ひ
み
つ
基

地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
で
は
、
平
成
30

年
８
月
の
開
館
以
来
９
万
人
目
の
お

客
様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
９
万
人
目
の
お
客
様
は
、
岡

山
県
か
ら
お
越
し
の
加
古
川
さ
ん
ご

家
族
。
加
古
川
さ
ん
は
熊
本
市
に
帰

省
さ
れ
た
際
に
ネ
ッ
ト
検
索
し
「
ひ

み
つ
基
地
」
と
い
う
名
前
に
惹
か
れ

て
来
館
さ
れ
「
手
掘
り
し
た
地
下
壕

と
コ
ウ
モ
リ
が
興
味
深
か
っ
た
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
引
き
続
き
、

戦
争
を
理
解
し
平
和
を
訴
求
す
る
取
り

組
み
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

期
待
く
だ
さ
い
。
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道の駅錦の創業22周年を祝う「くらんどつながる市」の催しが、2月16日午前9時からの
ガラポン抽選会をスタートに午後4時まで開催されました。小雨が降る中でのオープニング
セレモニーでしたが、多くのお客様が来場され、関係者の皆さんは日頃の感謝を込めて、
精一杯のおもてなしをされていました。
今回は、パークエリアとフードエリアの2つの会場を設けて行われ、パークエリアではス

テージ、ペタンク、グラウンドゴルフ、防災コーナーなどを、フードエリアでは出荷者の
商品を中心に販売され、今回の創業祭も昨年同様に多くの方にお越しいただき、所期の目
的であります生産者の所得向上と地域コミュニティーが図られていることに安心しまし
た。
今後も、地元に愛される「農産物等直売所くらんど市」として、充実進展されますことを

期待します。

町長の声

交際費執行状況表（１月分）
支払日　             　        件　　　　名                         　          　　　            金　額 　        相 手 先

議長 1月22日 令和7年出初式お樽 錦町消防団80,036円

問合せ　　地域整備課　　☎ ３８－４４１８

1月採取分の町水道の水質検査結果については、以下のとおりです。
　　　　　検査項目  

一般細菌  

大腸菌  

塩化物イオン  

有機物（全有機炭素（TOC)の量）  

ｐH値  

味  

臭気  

色度  

濁度  

参考値　遊離残留塩素  

検査期日

判定

検査方法

単位

個/mL

－

mg/L

mg/L

－

－

－

度

度

mg/L

西地区

0

検出されない

20未満

0.3未満

7.5（16℃）

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

0.14

一武地区

0

検出されない

20未満

0.3未満

7.6（16℃）

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

0.12

木上地区

0

検出されない

20未満

0.3未満

7.2（16℃）

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

0.14

基準値等

100個/mL以下

検出されないこと

200mg/L以下

3mg/L以下

5.8以上8.6以下

異常でないこと

異常でないこと

5度以下

2度以下

－

令和７年1月２２日～令和７年2月１4日

水道法水質基準に適合

厚生労働省告示第261号
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令和 7年度　年間行事予定
行事予定表の日程・場所などは変更になる場合があります。事前に主催者へご確認ください。

月　　   日       曜日 　　　　行　　　事　　　名 　　　　　　　　　　             場　　　　所  担 当 課

4

5

6～7

7

8
8～12

9

10

11

12

1

2

3

6～15
6

8～10
9
10
20

7・8
10
11

中旬
18
25

5・6
16～29

3

上旬
21～30

25
5
19
26

上旬
9～15

9
16

19～20
23

下旬
11
14
21

21～1/3
28～

4
11

16～3/16
15

下旬
1～7
上旬
上旬
18

下旬

日～火
日

火～木
水
木
日

水・木
土
日

日
日

土・日
水～火

日

日～火
木
日
日
日

日～土
日
日

水～木
日

木
日
日

日～土
日～
日
日

月～月
日

日～土

水

春の全国交通安全運動
令和７年度錦町消防団入退団式
狂犬病予防注射(木上・一武・西)
小中学校入学式　小学校(午前)・中学校(午後)
献血＜錦ライオンズクラブ協力＞
令和7年度錦町防災訓練
狂犬病予防注射(木上・一武・西)
第33回錦町職域対抗ゴルフ大会
錦中学校体育大会
戦没者並びに産業自治功労者慰霊祭
第２回分館対抗球技大会
西小学校運動会

「環境月間」町内一斉環境美化運動
第75回郡民体育祭(球技種目)
集団複合健診 （期間中の内、11日間実施）

「くまもと・みんなの川と海づくりデー」一斉美化清掃活動
施設健診 （基本・特定健診、各種がん検診等）
第41回錦町民ゴルフ大会
秋の全国交通安全運動
狂犬病予防注射(木上・一武・西)
第62回町民体育祭
一武・木上小学校運動会
第11回分館対抗グラウンド・ゴルフ大会
第48回錦町ふるさと祭り
秋季全国火災予防運動
錦学祭
第32回錦町文化祭
集団複合フォロー健診 （午前中のみ）
剣豪「丸目蔵人」顕彰　第56回少年剣道選手権大会
第9回錦町シニアゴルフ大会
献血＜錦ライオンズクラブ協力＞
第70回錦町分館対抗駅伝大会
第73回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会
年末年始の全国交通安全運動
錦町消防団年末警戒
二十歳のつどい
令和８年錦町消防団出初式
令和7年分申告相談
文化財防火訓練
第37回錦町分館親善ゴルフ大会
春季全国火災予防運動
ボランティアフェスティバル
錦中学校卒業式
3.18人吉海軍航空基地空襲受難者慰霊祭
各小学校卒業式

町内一円
錦町民グラウンド
各地区を巡回
各小・中学校
錦町役場
各公民館、錦勤労者体育センター  等
各地区を巡回
球磨カントリー倶楽部
錦中学校
錦勤労者体育センター
錦勤労者体育センター他
西小学校
町内一円
郡内一円
錦町保健センター・各コミセン
球磨川河川敷他
医療機関・健診機関
球磨カントリー倶楽部
町内一円
各地区を巡回
錦町民グラウンド
一武・木上小学校
錦町民グラウンド
錦町民グラウンド
町内一円
錦中学校
錦勤労者体育センター
錦町保健センター
錦勤労者体育センター
球磨カントリー倶楽部
錦町役場
町内一円
人吉球磨一円
町内一円
町内一円
錦町役場
錦町民グラウンド
錦町役場他
未定
球磨カントリー倶楽部
町内一円
錦町総合福祉センター
錦中学校
ひみつ基地ミュージアム
各小学校

総務課
総務課
住民福祉課
教育振興課
健康増進課
総務課
住民福祉課
企画観光課
教育振興課
住民福祉課
教育振興課
教育振興課
住民福祉課
教育振興課
健康増進課
住民福祉課
健康増進課
企画観光課
総務課
住民福祉課
教育振興課
教育振興課
教育振興課
企画観光課
総務課
教育振興課
教育振興課
健康増進課
教育振興課
企画観光課
健康増進課
教育振興課
教育振興課
総務課
総務課
教育振興課
総務課
税務課
教育振興課
企画観光課
総務課
住民福祉課
教育振興課
企画観光課
教育振興課
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人吉農芸学院と災害発生時における相互協力に関する
協定締結

　１月31日、役場２階201会議室において、人吉農芸学院（小林健治院長）と錦町による災害発生時における相
互協力に関する協定の調印式を行いました。
　この協定は、人吉農芸学院が保有する体育館、家庭寮、駐車場を災害時に開放し、避難所や車中泊の利用を可能
とするものです。体育館は床面積が約750㎡で業務用温風ヒーター、スポットクーラー、トイレが設置されてお
り、家庭寮は床面積が約75㎡で風呂、トイレ、冷暖房が設置。２施設で避難者を270人程度受け入れることが可
能です。駐車場は面積が広大で、概算でも300台程度駐車が可能とのことです。
　挨拶の中で、小林院長から「地震や台風等風水害等の災害はいつ、どこで発生するかわからない。錦町と協定を
締結することで、人的、物的な相互支援が行える体制が整備される。今後
とも防災対策等に関わる意見交換を含め、関係を強化し、災害時における
町全体の安定に寄与したい」と述べられ、森本町長からは「本町で指定し
ている避難所も、令和２年７月豪雨規模の災害が発生した場合には不足す
る可能性があり、人吉農芸学院が保有する堅強で設備の整った施設を使用
させていただけると、町民の安心安全がまた一段と強固になる」と感謝の
言葉を述べました。
※人吉農芸学院には令和3年から災害時に使用する土のうの作成について
　院生の皆様をはじめ関係者のご協力をいただいており、昨年も約3,000
　袋を作成いただいています。

錦町教育委員の紹介
　教育長及び教育委員は、教育、学術及び文化に関し識見を有する者の
うちから、町長が町議会の同意を得て任命します。
　地域の抱える課題を捉え、住民や保護者が期待する教育の在り方につ
いて調査・審議を行います。また、教育現場の視察、研修や各種式典・
行事への出席などの活動をしています。

教育長・教育委員（令和７年３月１日現在）

問合せ　　教育委員会　　☎ ３８－４４５０

問合せ　　総務課　　☎ ３８－１１１１

職　名

教育長

教育委員
（教育長職務代理者）

教育委員

教育委員

教育委員

　　　　　　　　　　　　任　期

令和６年４月１日～令和９年３月31日（２期目）

令和６年12月25日～令和10年12月24日（新任）

令和４年３月22日～令和８年３月21日（３期目）

令和６年12月25日～令和10年12月24日（３期目）

令和６年１月21日～令和10年１月20日（２期目）

氏　名
（行政区）

毎床　三喜男
（西大正）
松田　晃二

（西下大鶴）
馬場　義則

（木上岩城）
穂積　景子

（西上井手ノ口）
西　志穂

（一武切原野）

教育委員のみなさま
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問合せ　　住民福祉課　　☎ ３８－１１１２

問合せ　　企画観光課　　☎ ３８－４４１９

問合せ　　保険政策課　　☎ ３８－１１１３

「令和6年度電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付
金」を支給します！

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯に対し、以下の
とおり給付金を支給します。
【支給対象世帯】
①非課税世帯
　基準日(令和6年12月13日) において錦町に住民登録があり、世帯全員の令和6年度の住民税均等割が非課税であ
　る世帯。住民税均等割が課されている方の扶養親族等のみで構成される世帯は対象外です。
②子ども加算分
　基準日(令和6年12月13日) において錦町に住民登録があり、上記①に該当する世帯のうち、18歳以下の子どもを
　養育している世帯。
　※（2006年（平成18年）4月2日生まれ以降の子ども）
【支給金額】
①非課税世帯分　1世帯当たり3万円　　②子ども加算分　児童1人当たり2万円
【申請方法】
　申請書を3月上旬に発送します。支給要件に該当する場合は、必要事項を記入の上、同封の返信用封筒でご返送く
ださい。②の子ども加算分については申請不要です。①の給付金で支給した口座に別途支給します。
【支給時期】
　申請書受理後2～3週間を目安に、原則水曜日に順次支給します。振込通知書は送付しませんので、ご指定振込口
座の通帳等を記帳の上、ご確認ください。（「ニシキカカクコウトウキュウフ」若しくは「錦価格高騰給付」と表記
されます。）書類の不備や振込口座の解約等の理由により、支給が遅れる場合がありますのでご了承ください。

統計調査の「登録調査員」を募集します！
　錦町では、統計調査員として国や県が実施する統計調査の業務に従事していただける方を募集しています。統
計調査員とは、各種統計調査において、実際に調査対象世帯や事業所等を訪問し、調査票の配布・回収などを
行っていただく方です。調査の際は事前に説明会も行いますので、初めての方でも安心して活動できます。登録
を希望される方、興味をお持ちの方はお問い合わせください。今年の10月に「国勢調査」が実施されます。
【登録ができる人】
　・町内に居住する満20歳以上の方で、心身ともに健全であること
　・統計に関し理解と熱意を有し、責任をもって調査事務を遂行できる者であること
　・統計調査員としての仕事の性質上、不適格な職業又は経歴を有していない者であること　など

後期高齢者医療被保険者の方で人間ドックを受診された方へ
　令和６年４月以降の人間ドック受診日において後期高齢者医療被保険者の方で、錦町
後期高齢者医療人間ドック費用助成金の申請がまだお済みでない方は、令和７年３月
31日までに領収書、健診結果を添付のうえ保険政策課へ申請してください。
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問合せ　　教育振興課　　☎ ３８－４４５０

問合せ　　人吉下球磨消防組合消防本部中央消防署予防調査室　　☎ ２２－５２４１

錦町奨学金貸与の申込みを募集します！
　錦町では、向学心に富み優秀で、経済的理由により就学困難な学生に対して、学資を貸与し、将来有能な人材を
育てる目的で奨学金貸与の募集を次のとおり行います。
　申し込みに必要な書類などはホームページからダウンロード、もしくは教育振興課までお越しください。疑問点
や質問点、錦町の奨学金の返還免除制度については、お気軽に教育振興課までお問い合わせください。
　資格　３年以上錦町に在住する者の子弟
　貸付貸与者数　若干名
　※選考基準に則り、選考委員会にて貸与の可否を決定するため、誰でも貸与を受けられるものではありません
　　ので、ご了承ください。
　募集期間　令和７年３月３日（月）～令和７年４月11日（金）
　奨学金貸与金額
　・高校・・・月額２万円　　　　・高等専門学校・・・月額４万円
　・各種学校・・・月額４万円　　・大学（短大）・・・月額５万円
　※返還期間は貸与年数の３倍以内の期間
　提出書類
　①奨学生願書　　②家族状況調書　　③奨学生推薦書（学校独自の推薦書でも可）
　④源泉徴収票の写し（確定申告書又青色申告書の写し）　　⑤納税証明書（令和６年度分）
　⑥合格証明書又は在学証明書の写し
　連帯保証人　２人（錦町在住者）

野焼きによる火災に注意！！

令和７年春の全国火災予防運動（令和7年3月1日から3月7日）

「守りたい　未来があるから　火の用心」

　野焼きが原因とみられる火災が発生！
　　風が強い日、目を離している間、火が消えただろうと思いその場を離れた後などに火災が発生しています。
　　野焼きの火が建物に延焼したり、慌てて消火しようとして火傷を負うといった危険性があります。
　野焼きは下記のもの等を除き原則禁止されています！
　　・農業を営むために行われる焼却
　　※ただし、生活環境上支障を与え、苦情等のある場合は、指導の対象と
　　　なりますので十分な配慮をお願いします。
　焼却する際の注意事項
　〇焼却中はその場を離れず、離れる時は必ず消火する。
　〇乾燥注意報や強風注意報の発令時には行わない。
　〇消火器や水バケツ等を用意する。
　〇一度に多量の焼却は行わない。
　〇消防署に届出を行う。
　　消防署では、法律に基づく焼却等について、届出をお願いしています。届出は最寄りの消防署へ届出用紙を提出
　　してください。届出は焼却行為を許可するものではなく、火災と間違えて出動することを防ぐためのものです。
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萩原木工所まで

ふすま、障子、アミ戸の製作、張替のことなら

営業内容
・和洋建具製造販売
・ふすま、障子、アミ戸張替
・かべ、ゆか張替
・ガラス入替
・カーテンブラインド取扱い
・リフォーム全般

球磨郡錦町大字一武
代表者　萩原　拓
☎090-5085-3462

有料広告欄

申告所得税及び復興特別所得税

消費税及び地方消費税（個人事業者）　　

令和７年４月 23 日（水）

令和７年４月 30 日（水）

「たばこ」と「バレイショ」を栽培される皆様へ
　～たばこ黄斑えそ病の発生防止に向けたご協力をお願いします～
　球磨地方たばこ耕作振興連絡会議からのお願いです。近年、球磨地域のたばこでは、ジャガイモYウイルスによる「た
ばこ黄斑えそ病」が発生し被害が大きくなっています。この病気はウイルスに感染したバレイショが伝染源で、アブラ
ムシを介してたばこに広がります。
　共通のお願い
　　①バレイショとたばこの圃場は離しましょう。
　　　　バレイショとたばこの圃場が100ｍ以上離れると、アブラムシによる伝搬の危険性が減ります。作付け
　　　圃場については、生産者同士で話し合って、なるべく離れるようにしましょう。
　　②アブラムシの防除はしっかり行いましょう。
　　　　アブラムシが盛んに活動する３月から４月が要注意です。他のウイルス病の予防のためにも、アブラム
　　　シを見つけたら早期に防除してください。
　　③バレイショ収穫後の圃場清掃や雑草対策を行いましょう。
　　　　収穫後の残さや周辺雑草は、病害虫による被害を助長する恐れがあります。自分のため、周りのため、
　　　圃場管理は最後まで手を抜かずに行いましょう。
　バレイショ生産者へのお願い
　　①種いもは市販のものを使用しましょう。
　　　　自家取りの種イモはウイルスに感染している可能性が高くなっています。バレイショを作られる場合
　　　は（家庭菜園でも）、安全性の高い市販の種イモを使用しましょう。
　たばこ生産者へのお願い
　　①アブラムシ飛来対策を実施しましょう。
　　　　防虫ネットや、シルバーテープを設置し、アブラムシの飛来を防ぎましょう。
　　②罹病株は早期に処理しましょう。
　　　　罹病株は早期に根ごと抜き取り、焼却、埋却により二次感染を防止しましょう。

　申告所得税及び復興特別所得税並びに消費税及び地方消費税（個人事業者）の納税は、金融機関の預貯金口座から引
き落としとなる「振替納税」が大変便利です。
　令和６年分の確定申告の振替納付日は、次表のとおりです。「振替納税」をご利用の方は、振替日の前日までに口座
の残高をご確認ください。

　詳しくは、国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp/　又は  国税庁　 検索  ）をご覧ください。
　ご不明な点がありましたら、国税相談専用ダイヤルをご利用ください。
　国税相談専用ダイヤル：０５７０－００－５９０１　※ナビダイヤル

申告所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税
の振替期日

問合せ　　農林振興課　　☎ ３８－４９４８

国税庁　 検索 ←←
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情報の広場

申=申し込み先 問=問い合わせ先
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が

開
催
さ
れ
ま
す
。
地
元
に
ど
ん
な

企
業
が
あ
る
の
か
直
接
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

３
月
17
日
（
月
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

【
開
催
場
所
】

人
吉
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
大
ア
リ
ー

ナ【
対
象
者
】

高
校
１
〜
２
年
生（
保
護
者
含

む
）、
専
門
学
校
・
短
大
・
大
学

生
、
中
途
採
用
希
望
者　

等

【
参
加
料
】
無
料

【
出
展
団
体
】
80
〜
90
団
体

【
そ
の
他
】

服
装
・
入
退
場
自
由
、
申
し
込
み

不
要

問
＝
人
吉
商
工
会
議
所

☎
２
２
㿌
３
１
０
１

「
令
和
７
年
度
人
吉・球
磨

（
圏
域
）手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
」
の
ご
案
内

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
手
話
通

訳
者
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

【
期
日
】

入
門
課
程
：
４
月
９
日（
水
）〜
８

月
20
日（
水
）毎
週
水
曜
日（
全
20

回
）

基
礎
課
程
：
９
月
10
日（
水
）〜
令

和
８
年
３
月
18
日（
水
）毎
週
水
曜

日（
全
25
回
）

（
修
了
テ
ス
ト
・
閉
講
式
の
２
日

間
を
含
む
）　

※
基
礎
課
程
は
入
門
課
程
を
修
了

し
た
方
に
限
り
ま
す
。
初
心
者
の

方
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
講
習
時
間
】

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

【
場
所
】

人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

【
受
講
資
格
】

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有

す
る
方
で
、
手
話
通
訳
活
動
が
可

能
な
方

※
令
和
８
年
３
月
高
等
学
校
卒
業

見
込
み
の
方
も
含
み
ま
す
。

【
受
講
料
】

テ
キ
ス
ト
代
等　

８
，
５
９
０
円

（
予
定
）

【
申
込
方
法
】

会
場
で
受
講
料
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

４
月
９
日（
水
）〜
４
月
30
日（
水
）

問
＝
一
般
財
団
法
人　

熊
本
県
ろ

　
　

う
者
福
祉
協
会

☎
０
９
６
㿌
３
８
３
㿌
５
５
８
７

「
レ
ヱ
ル
・
ロ
マ
ネ
ス
ク

展
」開
催

球
磨
地
方
を
舞
台
に
描
く
Ｔ
Ｖ

ア
ニ
メ
「
レ
ヱ
ル
・
ロ
マ
ネ
ス

ク
」
の
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

「
レ
ヱ
ル
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
」
と

は
、
熊
本
地
震
、
令
和
２
年
７
月

豪
雨
な
ど
、
自
然
災
害
に
よ
る
深

刻
な
影
響
か
ら
の
復
興
を
支
援
し

よ
う
と
、
原
作
版
元
様
の
起
案
に

よ
り
、
球
磨
地
方
を
舞
台
に
つ
く

ら
れ
、
こ
れ
ま
で
２
シ
ー
ズ
ン
放

送
さ
れ
た
も
の
で
す
。

【
開
催
期
間
】３
月
20
日（
木
／
祝
）

〜
５
月
６
日（
火
／
祝
）

【
開
催
場
所
】
湯
前
ま
ん
が
美
術

館問
＝
一
般
社
団
法
人
青
井
の
杜
外

　
　

苑
街
づ
く
り
事
務
局

☎
３
２
㿌
８
８
５
０

情
報
の
広
場

お
知
ら
せ
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䖃ㄳồᮇ㝈䛿䚸௧࿴㻝㻝ᖺ䠐᭶㻞㻟᪥䛷䛩䚹

䖃䛚ఫ䜎䛔䛾㒔㐨ᗓ┴䛾❆ཱྀ䛻ㄳồ᭩䜢ᥦฟ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䠄㒑㏦䛻䜘䜛

ᥦฟ䜒ྍ⬟䛷䛩䠅䚹

䖃ㄳồ᭩䜔ῧ௜᭩㢮㻔デ᩿᭩䞉㡿཰᭩㻕䛾ᵝᘧ䛿䚸ᪧඃ⏕ಖㆤἲ୍᫬㔠

䛾≉タ䝃䜲䝖䛻ᥖ㍕䛧䛶䛔䜛䜋䛛䚸㒔㐨ᗓ┴䛾䝩䞊䝮䝨䞊䝆䜔❆ཱྀ

䛺䛹䛷䜒ධᡭ䛷䛝䜎䛩䚹

௨ୗ䛾䐟䜎䛯䛿䐠䛻ヱᙜ䛩䜛᪉䛷䚸⌧

ᅾ䚸⏕Ꮡ䛥䜜䛶䛔䜛᪉䛜ᑐ㇟䛸䛺䜚䜎䛩䚹

䐟 ᫛࿴㻞㻟ᖺ䠕᭶㻝㻝᪥䛛䜙ᖹᡂ䠔

ᖺ䠕᭶㻞㻡᪥䜎䛷䛾㛫䛻䚸ᪧඃ

⏕ಖㆤἲ䛻ᇶ䛵䛝ඃ⏕ᡭ⾡

䠄⏕Ṫ䜢୙⬟䛻䛩䜛ᡭ⾡䠅䜢ཷ

䛡䛯᪉

䠄ẕయಖㆤ䛾䜏䜢⌮⏤䛸䛧䛶ᡭ⾡䜢ཷ

䛡䛯᪉䛿㝖䛝䜎䛩䠅

䐠 䐟䛾䜋䛛䚸ྠ䛨ᮇ㛫䛻⏕Ṫ䜢

୙⬟䛻䛩䜛ᡭ⾡䜎䛯䛿ᨺᑕ

⥺䛾↷ᑕ䜢ཷ䛡䛯᪉

䠄ẕయಖㆤ䜔⑌⑓䛾἞⒪䜢┠ⓗ䛸䛩

䜛䛺䛹䚸ඃ⏕ᛮ᝿䛻ᇶ䛵䛟䜒䛾䛷䛺䛔

䛣䛸䛜᫂䜙䛛䛺ᡭ⾡䛺䛹䜢ཷ䛡䛯᪉

䜢㝖䛝䜎䛩䠅

଒Οဃ̬ᜱඥƴǑǔ

Οဃ৖ᘐƳƲǛӖƚƨ૾ǁ

ɟ଺᣿ǛӖƚƱǔƜƱƕưƖǇƢŵ

ᖹᡂ㻟㻝ᖺ䠐᭶㻞㻠᪥䛻䚸㆟ဨ❧ἲ䛻䜘䜚䛂ᪧඃ⏕ಖㆤἲ୍᫬㔠ᨭ⤥ἲ䠄௨ୗ䛂ἲ䛃䛸䛔䛖䠅䛃䛜ᡂ❧䛧䚸බᕸ䞉᪋⾜䛥䜜䜎䛧䛯䚹

ἲ䛾๓ᩥ䛷䛿䚸ᪧඃ⏕ಖㆤἲ䛾ୗ䚸ከ䛟䛾᪉䚻䛜䚸⏕Ṫ䜢୙⬟䛻䛩䜛ᡭ⾡䞉ᨺᑕ⥺䛾↷ᑕ䜢ཷ䛡䜛䛣䛸䜢ᙉ䛔䜙䜜䚸

ᚰ㌟䛻ከ኱䛺ⱞ③䜢ཷ䛡䛶䛝䛯䛣䛸䛻ᑐ䛧䛶䚸ᡃ䚻䛿䚸䛭䜜䛮䜜䛾❧ሙ䛻䛚䛔䛶䚸┿ᦸ䛻཯┬䛧䚸ᚰ䛛䜙῝䛟䛚䜟䜃䛩䜛᪨䛜

㏙䜉䜙䜜䛶䛔䜎䛩䚹

ἲ䛻ᇶ䛵䛝䚸ඃ⏕ᡭ⾡䛺䛹䜢ཷ䛡䛯᪉䛻୍᫬㔠䜢ᨭ⤥䛔䛯䛧䜎䛩䚹

請求手続きについて

䛂ᪧඃ⏕ಖㆤἲ୍᫬㔠ᨭ⤥ἲ䛃䛾㊃᪨䛻䛴䛔䛶

㻟㻞㻜୓෇䠄୍ᚊ䠅䛷䛩䚹

䈜ᨭ⤥Ỵᐃᚋ䚸䛤ᣦᐃ䛾㔠⼥ᶵ㛵䛾ཱྀ

ᗙ䛻⊂❧⾜ᨻἲே⚟♴་⒪ᶵᵓ䛛䜙

᣺䜚㎸䜎䜜䜎䛩䚹

ㄳồ᭩䛾グ㍕஦㡯䜔ῧ௜᭩㢮䛻䛴䛔䛶

䕪ㄳồ᭩䛻䛿䚸ᵝᘧ䛻ἢ䛳䛶䚸ඃ⏕ᡭ⾡䛺䛹䜢ཷ䛡䛯་⒪ᶵ㛵䛾ྡ⛠ཬ䜃ᡤᅾᆅ䚸ᡭ⾡
䛺䛹䜢ཷ䛡䛯ᖺ᭶᪥䠄᫬ᮇ䠅䚸ᡭ⾡䛺䛹䜢ཷ䛡䜛䛻⮳䛳䛯⤒⦋䛺䛹䜢グ㍕䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䕪ㄳồ᭩䜢ᥦฟ䛩䜛㝿䛻䛿䚸௨ୗ䛾㈨ᩱ䜢ῧ௜䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹
࣭ఫẸ⚊䛾෗䛧䛺䛹ㄳồ⪅䛾Ặྡ䚸ఫᡤཪ䛿ᒃᡤ䜢ド᫂䛩䜛᭩㢮

࣭⌧ᅾ䚸ඃ⏕ᡭ⾡䛺䛹䜢ཷ䛡䛯㝿䛾ᡭ⾡⑞䛜ṧ䛳䛶䛔䜛䛛䛹䛖䛛䛻䛴䛔䛶䛾་ᖌ䛾

デ᩿᭩䠄≉䛻ඃ⏕ᡭ⾡䛺䛹䜢ᐇ᪋䛧䛯グ㘓䛜ṧ䛳䛶䛔䛺䛔ሙྜ䛻䛿䚸୍᫬㔠ᨭ⤥

ㄆᐃ䛻䛒䛯䛳䛶䛾㔜せ䛺㈨ᩱ䛻䛺䜚䜎䛩䛾䛷䚸ྍ⬟䛺㝈䜚ㄳồ᭩䛸䛒䜟䛫䛶ᥦฟ䛧

䛶䛟䛰䛥䛔䠅

䈜ᚰ⌮ⓗ䝇䝖䝺䝇䛜኱䛝䛔䛺䛹་⒪ᶵ㛵䛾ཷデ䛜ᅔ㞴䛺ሙྜ䛻䛿䚸ῧ௜䜢┬␎䛩䜛

䛣䛸䛜ྍ⬟䛸䛺䜚䜎䛩䛾䛷䚸㒔㐨ᗓ┴䛾❆ཱྀ䛻䛤┦ㄯ䛟䛰䛥䛔䚹

࣭ୖグ䛾デ᩿᭩䛾సᡂ䛻せ䛩䜛㈝⏝䛜グ㍕䛥䜜䛯㡿཰᭩䛺䛹䠄୍᫬㔠䛾ᨭ⤥䛜ㄆ䜑

䜙䜜䛯ሙྜ䚸デ᩿᭩సᡂ㈝⏝䛜ᨭ⤥䛥䜜䜎䛩䠅

࣭䛭䛾௚ㄳồ䛻ಀ䜛஦ᐇ䜢ド᫂䛩䜛㈨ᩱ䠄౛䠖㞀ᐖ⪅ᡭᖒ䚸ᡞ⡠ㅞᮏ䚸㛵ಀ⪅䛾㝞㏙

᭩䚸㒔㐨ᗓ┴䜔་⒪ᶵ㛵䛺䛹䛛䜙ධᡭ䛧䛯ඃ⏕ᡭ⾡䛺䛹䛾ᐇ᪋䛻㛵䛩䜛᭩㢮䛺䛹䠅

୍࣭᫬㔠䛾᣺㎸䜏䜢ᕼᮃ䛩䜛㔠⼥ᶵ㛵䛾ྡ⛠ཬ䜃ཱྀᗙ␒ྕ䜢᫂䜙䛛䛻䛩䜛䛣䛸䛜䛷

䛝䜛᭩㢮䠄㏻ᖒ䜔䜻䝱䝑䝅䝳䜹䞊䝗䛾෗䛧䛺䛹䠅
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㟁ヰ䚷㻜㻥㻢㻙㻟㻟㻟㻙㻞㻟㻡㻞䚷㻲㻭㼄䚷㻜㻥㻢㻙㻟㻤㻟㻙㻝㻠㻞㻣䚷㻌㻌䘗㼥㼡㼡㼟㼑㼕㻬㼜㼞㼑㼒㻚㼗㼡㼙㼍㼙㼛㼠㼛㻚㼘㼓㻚㼖㼜

䕪䛣䛹䜒ᐙᗞᗇᪧඃ⏕ಖㆤἲ୍᫬㔠┦ㄯ❆ཱྀ
㟁ヰ䚷㻜㻟㻙㻟㻡㻥㻡㻙㻞㻡㻣㻡䚷㻲㻭㼄䚷㻜㻟㻙㻟㻡㻥㻡㻙㻞㻣㻡㻟䚷䘗㼕㼏㼔㼕㼖㼕㼗㼕㼚㻬㼏㼒㼍㻚㼓㼛㻚㼖㼜

一時金の金額

䛣䛾䝬䞊䜽䛿䚸どぬ䛻㢗䜜䛺䛔᪉䛺䛹䛜౑䛖㡢ኌ䝁䞊䝗䠄㼁㼚㼕㻙㼂㼛㼕㼏㼑䝁䞊䝗䠅䛷䛩䚹

Ƃᛪ൭஖ᨂᲴˋԧ࠰��Ხஉ��ଐƃ
ἲᨵṇ䛻䜘䜚䚸ㄳồᮇ㝈䛜䠑ᖺᘏ㛗䛥䜜䜎䛧䛯䚹

対象となる方
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䒷馉׃䩛竲דٕة٦هش؎وכ

כ倯ך׍䭯ֶ׾س٦ؕ٦غٝش؎و

׾˟鯄⳿㾈٥鯄Ⰵ✮秈׵ַٕة٦هش؎و

ׅתֹד⳿䲿דٝ؎ٓٝؔ

˟鯄Ⰵ✮秈כծ勻䎟✮㹀ך鸬窃׾鯄Ⰵ⯓荈屚⡤פ遤ֲ堣腉ׅדהֿך

遤ֲ׾䩛竲׃䒷馉׵ַٕة٦هش؎و

زحًٔךא�

鯄⳿ךꥷך

㢩⳿ָ♶銲ח

ֹד⳿䲿׾鯄⳿㾈דٝ؎ٓٝؔ

פծ⾱⵱ծ䋐⼒歕募璞〡׭׋׷

遤ֻ䗳銲ָ֮׿ׇת׶կ

׮דאְ

䩛竲ָ׷ֹד

璞〡ְָ֮׷ְג儗꟦׾孡ח

ծְ׮ד㢸꟦װծ牜傈׆ׇ ׮דא

䩛竲ָׅתֹדկ

鯄Ⰵ儗ך

䩛竲חؤ٦يأ׮

䒷馉ך⯓׃䋐⼒歕募פ勻䎟鸐濼

暟׍䭯װ䩛竲ז䗳銲ח鯄Ⰵ儗װ

ָ✲⵸ח然钠ׅתֹדկ

䒷馉ך׃ꥷכחծ׵ַٕة٦هش؎وמ׈

չ䒷馉׃䩛竲ؔٝٓ؎ٝأؽ٦؟պ׀׾崞欽ְֻׁ׌

ׅד䗳銲ָس٦ٗٝؐتךٔف،ٕة٦هش؎وⴽ鷿כחⵃ欽׀˟

䒷馉׃䩛竲ؔٝٓ؎ٝأؽ٦؟

IUUQT���NZOB�HP�KQ�IUNM�NPWJOH@PTT�IUNM

䒷馉׃䩛竲ؔٝٓ؎ٝس٦ؕ٦غٝش؎وװأؽ٦؟瘝ֶךגְאח㉏ְさׇ׻

َٕ؎ت٦ٔؿ٦筨さغٝش؎و 䎂傈��儗��ⴓַ׵��儗��ⴓדת

㕼傈牜��儗��ⴓַ׵��儗��ⴓדת䎃劣䎃㨣׾ꤐֻ
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ひみつ基地ミュージアム通信

　今から80年前の昭和20年3月18日、宮崎県沖に停泊していたアメリカ軍の航空母艦から艦上戦闘機が飛び

立ち、人吉航空基地を強襲しました。人吉球磨地域への空襲はこの日が初めてでしたが、南九州における海

軍の拠点であった鹿屋飛行場（鹿児島県）や、陸軍の特攻隊出撃基地として有名な知覧飛行場（鹿児島県）

もこの日、初めて空襲を受けました。この空襲により、人吉海軍航空隊では軍人9人、木上村では木上国民

学校児童2人を含む4人が命を落としました。

　この空襲は3月18日から3月21日からの「九州沖航空戦」のひとつに位置づけられ、アメリカ軍が4月に予

定していたアイスバーグ作戦（沖縄上陸作戦）に対しての日本軍抵抗勢力の無効化を目的としたものでし

た。アメリカ軍航空母艦12隻から飛び立った約1,400機の艦上戦闘機が九州、四国、瀬戸内の飛行場を強襲

しています。これに対し、日本軍は特攻機193機を含む400機の航空機で応戦し、アメリカ軍航空母艦2隻を

大破させるも、航空機258機以上を失い、第五航空艦隊の戦力を大きく失うこととなりました。しかしなが

ら、日本軍はアメリカ軍の沖縄侵攻を阻止するため、陸軍から887機、海軍から940機の特攻隊が出撃しま

した。

　6月23日、日本軍による組織的な戦闘が終了し、いよいよ本土決戦が現実的となっていきます。

　連合国軍は南九州侵攻を目的とした「オリンピック作戦」を計画し、11月1日に薩摩半島の吹上浜、大隅

半島の志布志湾、宮崎平野の3か所からの上陸を予定していました。一方で日本軍は連合国軍上陸作戦を察

知しており「決号作戦」で迎え撃つ計画を立てます。この「決号作戦」に基づき、南九州では、地下施設の

建設や物資の備蓄が急速に進められ、そこには飛行機も含められていました。終戦時、日本軍が連合国軍に

提出した資料によると、人吉航空基地には96機の九三式中間練習機（赤とんぼ）が残されていました。この

九三式中間練習機は、連合国軍が上陸してくる際に、連合国軍の輸送船に特攻するために準備されていた飛

行機と考えられます。実際にはオリンピック作戦を迎えることなく、広島、長崎の原子爆弾投下を経て8月

15日終戦を迎えました。もし、戦争が終わっていなかったら南九州そして人吉球磨地域はどのようになって

いたでしょうか。

　世界に目を向けると、今なお各地で戦争や紛争が続いています。3月18日の出来事を始め戦争の歴史を、

未来に継承し、平和の大切さを改めて考えていただくのが「にしき　ひみつ基地ミュージアム」です。

　戦後80年を迎える節目の年に、ぜひミュージアムに足をお運びください。

錦町立人吉海軍航空基地資料館

館長　手柴　智晴

高原慰霊碑 九三式中間練習機（赤とんぼ）
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問合せ　　錦町図書館　　☎ ３８－３４２０

錦町図書館だより

      　　    　一般書書名 　　　　              著　者         　     　　  　児童書書名   　　　 　　    　　著　者
私の死体を探してください。
これ１冊でわかる！蔦屋重三郎と江戸文化
年金暮らしでも月3万円らくに浮く！節約・節税
発達が気になる子どもの親子ふれあい遊び
快眠法の前に今さら聞けない睡眠の超基本
大阪偕星学園キムチ部
本格あんこが作れる本

星月渉
伊藤賀一

尾崎康子

長谷川晶一
大須賀麻由美

やらなくてもいい宿題　算数バトル編
大研究！笑顔をつなぐ！介護の仕事
ナゾトキ・ハンターヒマラヤを守る猿の王
ミツツボアリをもとめて
これはなんのつぼみかな４
お面
へびがながすぎる

結城真一郎

タダタダ
今森光彦
阿部浩志
井上重義
ふくながじゅんぺい

一般書 児童書

サンナムジャ
浜口  倫太郎
小学館
昭和のヤンキースタイルをこよなく愛す
る貫太は、先生から部活に入ることを勧
められ、悩んだ末『韓国語部』に入部し
た。そんな時、行きつけの韓国料理屋の
オモニから今までのツケの代金100万円を
1年以内に支払えと言われてしまう。そこで『韓国語部』を
『K-POP部』にあらため、高校生パフォーマンスコンテストの賞金
でツケを支払うことにした貫太。元K-POPアイドルの顧問と個性豊
かな部員たちと歌とダンスの特訓を開始したのだが……。

ママに注意されてばかりのくまたは、マ
マをびっくりさせて「くーちゃん、さす
がね！」 と言ってもらえるよう、あらゆ
る作戦を実行します。なのに、ママはなかなかびっくりしてくれま
せん。果たして、ママはびっくりしてくれるのでしょうか？実際、
自分がされたら怒ってしまいそうなくまたの作戦もありますが、マ
マから褒められたいくまたの姿がかわいい絵本です。  
   

開館時間　午前10時～午後６時まで
休 館 日　毎月第１水曜日　年末年始　12月29日～1月3日

す
勧
し
の
を

そこで『韓国語部』を

くまたの
びっくりだいさくせん
柴田  ケイコ
白泉社

図書館からのお知らせ

新刊 おすすめの本

おうちに眠っている錦町に関する資料（西村史、一武村史、木上村史など）を図書館に寄贈いただけませんか？
寄贈いただける場合は、図書館にお電話にてご連絡ください。

４月２日（水）は休館日です
毎月第１水曜日は休館日です（祝日の場合は、翌日が休館になります）

春に読みたい！
出会いや別れをテーマにした本や、あたたかい気持ちになれる本をご紹介！

新卒で5年勤めた会社を辞め、家事代行の派遣
スタッフとして働くようになった津麦。派遣さ
れた6人家族の父子家庭・織野家で見たのはリ
ビング一面を覆う洗濯物の海、そして散らかり
放題の台所。てっきり部屋の片づけを依頼され
るのかと思っていたが、頼まれたのは『夕食を
作ること』だった。頑張りすぎなあなたに読ん
でほしい、心がほっこりする物語。

『クリームイエローの海と春キャベツのある家』
せやま南天 / 著

大学卒業を控えた秋、仲間の一人である祥子が
死んだ。死因は手首創傷による失血死。規律が
かなり厳しい学生アパートで、鍵のかかった部
屋で発見された祥子の死を警察は『自殺と考え
ている』というが、歯切れが悪い。祥子の死の
真相を探るべく動き出した加賀だったが、また
仲間の一人が死んでしまう。加賀恭一郎が大学
生時代の物語。

『卒業　－雪月花殺人ゲーム－』          
東野圭吾 / 著

小学6年生の夏休みに引っ越しをしたテツオ。
みんなと同じ中学に行くことに何の疑問も持っ
ていなかったテツオだったが、引っ越し先は進
学するはずだった中学校の隣の校区だった！
友達ゼロの状態で、中学校に行くことになった
テツオは不安を胸にいざ、入学式へ。
この時期の小学6年生におすすめです。

『なりたて中学生　初級編』             
ひこ・田中 / 著

選者の鹿島和夫さんが担任をしていた
小学1年生が書いた日記ノートからセレ
クトされたつぶやき集。思わずクスッ
と笑ってしまうものや、心温まるも
の、感慨深いものまで、大人には何気
ない出来事に注目したり、子どもたち
が思う日常の疑問などがストレートに
書かれています。

『一年一組　せんせい　あのね』       
鹿島和夫 / 選者　ヨシタケシンスケ/ 絵
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出張年金相談（予約制）のご案内
【令和７年3月開催予定】

第1・2・3・4・5月曜日 第1・3水曜日 第2・4水曜日

【相談時間】 9：00～17：00（錦町総合福祉センター、多良木町役場）
  9：30～16：45（人吉市役所１Ｆ　相談室２）
  ※12：00～13：00の時間帯は除く

人吉市役所１Ｆ　相談室２ 錦町総合福祉センター

3日・10日・17日・24日・31日 5日・19日
多良木町役場

12日・26日

ご予約の方法
◎八代年金事務所出張相談予約担当 ☎：０９６５－３５－６１２３
　受付時間：（平日）午前９時～午後５時（第２土曜日）午前９時３０分～午後４時

※ご予約の際には、ご相談者様と配偶者の方の基礎年金番号がわかるものをご準備のうえ
　　開催日の３日前までにお電話ください

出張年金相談は八代年金事務所が熊本県社会保険労務士会へ業務委託をして行うものです。
※直接、年金事務所で年金の相談等をされる際にも予約が必要になります。
　予約なしの場合には、予約者優先のため待ち時間が長くなります。
　八代年金事務所　お客様相談室　予約受付電話（0965）-35-6123　自動音声案内①を選択後、②を選択してください。

独身男性：球磨郡・人吉市にお住まいの方　　　独身女性：市町村は問いません
錦町主催イベントや1対1お見合い、近隣町合同・9町村合同イベントなどの情報をメールでご案内します。
秘密は固く守られます。（登録料や年会費は無料）
※ご登録面談時には、顔写真付き身分証明書（免許証やマイナンバーカードなど）の確認をさせていただきます。
■ご質問やご相談は、メールやお電話でお気軽にお問い合わせください。

にしきまちの縁結び『新規登録募集中』

◆結婚相談員 専用メールアドレス
nishiki-konkatsu＠nishiki.kumamoto.jp （PC）
nishiki-konkatsu@au.com （携帯）　
※迷惑メール対策の設定をされている方は、メールを受信できない場合があります。設定の確認をお願いします。

◆錦町役場　住民福祉課　住民係　☎0966-38-1112 

メール用QRコード

　今年度の婚活イベントでも多くのカップル成立があり、現在交際中のカップルも数組あります。各イ
ベントで年齢制限がありましたが、参加者男女20代～40代の方へのアンケート調査結果やメールやお話
をいただいた中のコメントを一部ご紹介します。「日頃出会いがないので、又機会があれば参加したい
です」「数名の方との会話を通して異性の考え方などを少し知ることができました」「話すことが苦手
ですが楽しく会話ができました」「参加してみたら思っていた以上に楽しかったです」「もっといろん
な方とお話してみたいです」「気軽に参加できました」「少人数で話しやすい」「良い機会で勉強にな
りました」「参加するまで少し勇気がいりましたが、参加して良かったです」「席も近すぎず会話しや
すかった」「スタッフの方が優しかった」「マッチングできなかったけど、参加してみて良かったで
す」とのご意見を頂きました。
　マッチングされた方・できなかった方、どちらも『イベント後のサポート』を心がけています。
イベント参加後もお気軽にご相談ください。
　次年度からの婚活イベント情報も広報錦の婚活コーナー・ホームページ・
あいねっと放送にてお知らせします。

婚活コーナー
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※予定は変更になる場合があります。

今月の足形アートは
「くまモン」です。

A布（裏）に線を引きます １㎝外側を切ります。A布・B布・タオルを重
ねてミシンをかけます。

返し口から表にひっくり返し、スナップボ
タンを付けたらリバーシブルスタイの出来
上がりです。

3  4 5 6 7  

10 11 12 13 14

17 18 19 20 21

24 25 26 27 28

　ももくらぶは、楽しみながら子育てができるように、親子の交流や
情報交換の場として、錦町保健センター内に開設しています。
　どうぞお気軽にお越しください。

月 火 水 木 金

午前　子育てひろば　　

午後　子育てひろば

午前

母子手帳交付と両親学級

午後 マタニティータイム

午前　子育てひろば　　

午後　子育てひろば

午前

母子手帳交付と両親学級

午後 マタニティータイム

午前　子育てひろば　　

午後　5歳児健診

午前　子育てひろば　　

午後　3歳児健診

午前　子育てひろば　　

午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　

午後　子育てひろば

午前　子育てサークル　

　　　（ねんねコース）

午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　

午後　子育てひろば

午前　子育てサークル

　　（親子運動教室）

午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　

午後　子育てひろば

午前　6か月児育児教室　　

午後　　　×

午前　子育てサークル

　　　（えほんの会）

午後　3ヶ月児健診

午前　子育てひろば　　

午後　子育てひろば

午前　子育てサークル　

（はいはい・きらきらコース）

午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　

午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　

午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　

午後　子育てひろば

春分の日

3月の活動

ԉηϯλʔࢧҭͯࢠொۋ

΋΋ Β͘Ϳ
͔Βͷ͓஌Βͤ

＊ねんねコース（生後1か月から利用可能）はいはいコース（はいはいができる様になったら）きらきらコース（一人で歩けるようになったら）

子育てサークル（午前10：00～12：00）　マタニティータイム（午後1：30～4：00）
子育てひろば（午前9：30～11：30　午後1：30～4：00）
　・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
　・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、育児用品などを作ることができます。
子育て相談　随時受け付けております。（個室にて対応できます。）
　＊ご利用の際は、事前に電話での連絡をお願いいたします。

手作りスタイに挑戦

「『子育てひろば』って、皆さん何してるんですか？」と、よくお尋ねがありますが、皆さん、思
い思いに過ごされています。育児小物作りや足形アートをされる方も多いですが、何よりも楽
しいのが、お母さん同士のおしゃべりだそうです。「久しぶりに大人と喋った。」とおっしゃる
方が多く、「子育て」が「孤育て」にならないよう、ご自分のペースでご利用ください。
※写真は、おやつに、ぜんざいを提供した日。

問合せ　錦町子育て支援センター（錦町保健センター内）　　☎ ３８－２０４８
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問合せ　　錦町保健センター　　☎ ３８－２０４８

PAD（末梢動脈疾患）をご存知
ですか？

まっしょうどうみゃくしっかん

　食事に野菜と果物を加えるというシンプルな方法で、PADを発症するリスクのある人に大きな影響をもた
らすことも明らかになっています。バランスのとれた食事や適切な運動をこころがけ、禁煙に努めることが
必要です。
　喫煙・糖尿病・高血圧症・高脂血症・ストレス・肥満などの動脈硬化の危険因子をコントロールしていく
ことが求められています。
　　　　　!(^^)!一生自分の足で歩きましょう

　足の動脈の病気で多いのが、動脈途中で狭くなったり・詰まってしまう動脈硬化によって、酸素不足や栄
養不足を起こすPAD（末梢動脈疾患）です。
　PAD（末梢動脈疾患）の病期としては、まず足の冷え・むくみ・しびれが起こり、やがてしばらく歩くと
痛みが出る、休むとまた歩けるといった「間欠性跛行」があらわれ、それが進行すると安静時にも疼痛が起
こるようになります。

〔糖尿病で血糖コントロ－ルが悪いと？〕
　動脈硬化が進みやすくなるだけでなく、とくに膝から下の動脈（下肢動脈）が詰まりやすくなります。
血液の迂回路ができにくく、足部の血流が悪くなり重症化しやすいので特に注意が必要です。
　●少しでも足の病変に気づいたら医療機関で速やかに治療を受けることが大切！
　◎かかりつけの主治医に相談されてみましょう。
　○治療は進歩しています。治療により症状は改善できます。
まずは検査を受けましょう。
〔検査方法〕　早期に発見する検査として「ABI」（足関節上腕血圧測定）があります。

糖尿病の方は「足の冷え」「むくみ」「しびれ」に注意！

ＰＡＤ（末梢動脈疾患）　を予防、改善するために

看護師　黒木　幸

足を毎日チェック・５つの簡単なステップ

（１）靴と靴下を脱ぐ。
（２）足を手で触り、温度をチェックする
（３）足を観察し、皮膚が固くなっていたり、
　　　色が変わっていないかを確認する

（４）足の指の間や爪をチェックする
（５）足に感染症や潰瘍が起きている場合は、
　　　速やかに診察を受け治療を開始する

参考・イラスト提供：糖尿病患者さんと医療スタッフのための情報サイト
糖尿病ネットワーク

保健センター
だより
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問合せ　　錦町地域包括支援センタ－ ☎ 3 8 － 4 0 2 0

ౝ᩺ߏߩ⺣⋦ࠇᔓߩ߽

╙ ��඙

　近頃もの忘れが気になる人や、家族の方が「認知症かもしれない」と思われる言葉や行動がある時に、『もの
忘れ相談』を利用してみませんか？

認知症は、早期発見と早期治療がとても大切な病気です。もの忘れ相談では、認知症疾患医療センタ－
のお医者さんが直接話を聞き、受診や治療の必要性や、生活上の助言などを行います。

　２月９日、平岩公民館にて14人の住民の方々が参加され、認知症声かけ・見守り訓練（講師：にしき園　境目
ケアマネ）が開催されました。参加者の方々は、わかりやすい講義や実技を交えた役立つ声かけの練習をされた
り、にぎやかな雰囲気の中で取り組まれました。

⹺⍮∝ჿ࡮ߌ߆⷗቞ࠅ⸠✵
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ケアマネ）が開催されました。参加者の方々は、
り、にぎやかな雰囲気の中で取り組まれました。

⹺⍮∝ߩᣇ߳ߩჿߩߌ߆✵⠌
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無料相談
（予約が必要）

医者 直接話

◆このような症状があったら相談してみませんか？
　①何度も同じことを言ったり聞いたりし、話したことを忘れる
　②大切な物を失くしたり、置き場所を忘れる
　③水の出しっぱなし、火やガスの消し忘れがある
　④好きだったことに対して興味や関心が無くなった
　⑤怒りっぽくなり、イライラする様子が目立つ

開催日や予約の方法
・奇数月の第２水曜日14：00から開始。
・予約は２組までとなります。
・相談：１組　約１時間　（秘密厳守。安心してご相談ください）
・場所：ゆうゆう館（錦町総合福祉センタ－横）
※予約：錦町地域包括支援センタ－へご連絡ください

錦町

地域包括支援センター便り
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今
回
、
思
い
つ
く
ま
ま
を
書
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
一
武

中
原
の
岡
村
拓
哉
で
す
。
ま
ず
は
簡
単

に
で
す
が
、
自
己
紹
介
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
で
23
歳
、
4
人
兄
弟
の
次
男
で

す
。
兄
が
1
人
、
妹
が
2
人
い
ま
す
。

家
族
は
今
は
、
祖
母
と
両
親
、
叔
父
と

兄
の
6
人
で
住
ん
で
い
ま
す
。
5
歳
か

ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
て
小
学
校
、
中
学

校
と
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま

し
た
。
高
校
は
県
外
の
高
校
へ
行
き
、

サ
ッ
カ
ー
を
3
年
間
頑
張
り
、
全
国
大

会
も
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
熊
本
市
内
の
専
門
学
校

に
進
学
し
、
公
務
員
コ
ー
ス
で
勉
強
を

頑
張
り
ま
し
た
。
現
在
は
人
吉
下
球
磨

消
防
組
合
東
分
署
に
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
日
々
、
勉
強
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　

基
本
的
に
ス
ポ
ー
ツ
全
般
は
こ
な
せ

ま
す
が
、
幼
少
期
か
ら
現
在
も
続
け
て

い
る
サ
ッ
カ
ー
が
1
番
得
意
で
す
。

　

今
、
社
会
人
チ
ー
ム
の
ク
レ
ス
セ
ン

テ
F
C
と
い
う
チ
ー
ム
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
サ
ッ
カ
ー
経
験
者
の
方
は

入
部
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　

次
に
、
2
年
前
の
成
人
式
の
時
に
つ

い
て
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
成
人
式

に
着
る
ス
ー
ツ
は
祖
母
が
用
意
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ネ
ク
タ
イ
は
ど
れ
が
い
い

か
家
族
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
誰
よ
り

も
自
分
の
消
防
士
と
し
て
の
姿
を
楽
し

み
に
し
て
く
れ
て
い
た
祖
父
の
ネ
ク
タ

イ
が
一
番
し
っ
く
り
き
ま
し
た
。
そ
の

ネ
ク
タ
イ
を
選
ん
で
祖
母
は
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

高
校
・
専
門
学
校
と
5
年
間
地
元
を

離
れ
、
寮
生
活
や
一
人
暮
ら
し
を
経
験

し
た
こ
と
で
、
他
の
人
よ
り
も
地
元
の

良
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
地
域
の
方
々
に
寄
り
添
う
こ

と
の
で
き
る
消
防
士
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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成人式自宅にて

クレスセンテ FC の仲間

思いつくまま

岡村　拓哉さん
（一武中原）

404

26広報錦  2025 年 3 月号



人の動き １月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　3,996（＋3）　  ○総人口　10,032（－1）　  ○男　4,755（＋3）　  ○女　5,277（－4）

T
・
晴
美

墓
参
に
て　

二
十
年
の　

時
を
越
え

旧
知
の
方
と　

変
わ
ら
ぬ
会
話

シ
ャ
ン
と
し
て　

コ
ミ
カ
ル
な
中
に　

相
手
思
う

八
十
を
越
え　

変
わ
ら
ぬ
先
生

雪
だ
る
ま　

暗
く
な
る
ま
で　

飽
き
も
せ
ず

い
く
つ
も
い
く
つ
も　

作
り
て
を
る
よ

雪
だ
る
ま　

運
動
場
に　

身
を
ひ
そ
め

砂
に
ま
み
れ
て　

倒
れ
て
ゆ
か
ん

節
分
の　

今
年
は
二
日
と　

知
ら
ぬ
ゆ
え

家
族
で
作
る　

恵
方
巻
か
な

大
人
服
に　

惹
か
れ
試
着
す　

十
三
の

誕
生
日
に
は　

財
布
も
驚
く

坂
本　

敦
子

霜
柱
い
い
音
ね
と
孫
登
校

大
雪
に
す
べ
て
の
物
が
包
ま
れ
る

柚
子
風
呂
で
孫
と
ひ
孫
か
く
れ
ん
ぼ

酔
余

新
雪
を
踏
め
ば
奏
で
る
エ
ル
フ
達

日
向
ぼ
こ
世
間
の
音
が
遠
く
よ
り黒

瀧
櫻
壽

沈
黙
に
余
計
に
積
も
る
降
る
雪
や

登
道
に
相
違
在
れ
ど
も
志
す

後
悔
に
茫
然
自
失
引
き
こ
も
る

吉
若
酔
舞

し
ょ
ん
な
か
た
い　

老
眼
鏡
ば　

か
け
始
め

し
ょ
ん
な
か
た
い　

入
学
試
験　

点
足
ら
ん

し
ょ
ん
な
か
た
い　

歳
ば
重
ね
て　

物
忘
れ

坂
本　

敦
子

し
ょ
ん
な
か
た
い　

冷
和
時
代　

外
出
ダ

メ
ダ
メ

し
ょ
ん
な
か
た
い　

物
価
高
で　

も
や
し

と
も
や
し

富
松　

君
代

し
ょ
ん
な
か
た
い　

ぼ
ち
ぼ
ち
と　

す
る

し
か
な
か
よ

し
ょ
ん
な
か
た
い　

そ
ば
っ
て
ん　

ま
だ

あ
き
ら
め
ん

淵
田　

洋
子

し
ょ
ん
な
か
た
い　

遺
影
に
話
か
け
て
も

返
事
な
し

し
ょ
ん
な
か
た
い　

い
ま
ど
き
の
若
っ
か

者
の
話
に
ゃ　

つ
い
て
行
け
ん

し
ょ
ん
な
か
た
い　

足
あ
げ
て
歩
き
よ
る

つ
も
り
は　

自
分
だ
け

敷
根　

維
飛　
　
（
直
大
・
理
琉
）

　
　
　

  

　

西
上
松
里

小
川　

蒼
晴　
　
（
航
貴
・
南
来
）

　
　
　

  

　

西
指
杉

福
永　

雪
芽　
　
（
駿
人
・
明
日
香
）

　
　
　

  

　

木
上
迫

田
頭　

詩
七　
　
（
直
人
・
菜
月
）

　
　
　

  

　

西
久
保

川
口　

万
亀
子（
62
歳
）　

西
指
杉

椎
葉　

イ
ワ　
（

102
歳
）　

木
上
平
川

藤
田　

義
信　
（
78
歳
）　

西
大
正

堀
川　
　

募　
（
93
歳
）　

一
武
下
平
岩

多
田　

繁
子　
（
95
歳
）　

一
武
東
原

山
北　

義
明　
（
78
歳
）　

一
武
切
原
野

東　

晴
八
郎　
（
92
歳
）　

一
武
中
忠
ケ
原

野
田　

洋
一　
（
83
歳
）　

木
上
平
良

䫲
府　

カ
オ
ル（
87
歳
）　

西
下
黒
辺
田
野

福
嶋　

良
助　
（
94
歳
）　

木
上
岩
城

荒
木　

政
子　
（
84
歳
）　

木
上
迫

【
総
届
出
件
数
】

出
生
5
件　

婚
姻
1
件　

死
亡
13
件

☆
次
回
（
4
月
号
）
の
笠

◆
ど
し
こ
で
ん（
い
く
つ
で
も
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　
締
切
日
　
3
月
7
日
（
金
）

い　
と

ゆ　
め

し　
ち

あ
お
は

錦
み
ん
な
の
歌
会

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
1
月
受
付
分

で
す
。
更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分
の
み
と
し
、

承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
月
号
に
は
、
1
月
に
開
催
さ
れ
た
錦
中
学

校
3
年
生
に
よ
る
「
子
ど
も
議
会
」
に
つ
い
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
錦
町
が
こ
ん
な

町
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
こ
ん
な
町
に
住
み
た
い

と
想
像
し
な
が
ら
質
問
を
考
え
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
中
学
や
高
校
を
卒
業
す
る
と
多

く
の
方
が
地
元
を
離
れ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
方
が
、
錦
町
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
、
あ
い
ね
っ
と
放
送
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
及
び
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
へ
の
配
信
と

な
り
1
年
が
経
ち
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？
町
か

ら
の
お
知
ら
せ
や
お
悔
み
、
区
長
か
ら
の
お
知

ら
せ
な
ど
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
を
お
願
い
し
ま
す
。
広
報
紙
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
も
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
町
外
に

お
住
ま
い
の
方
へ
も
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　

上
原　

亨

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
用
Q
R
コ
ー
ド

編
集
後
記

短　

歌

に
し
き
狂
句

俳　

句

お
く
や
み

ご
誕
生

↓Android

↓iPhone
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NEWNEW

令和7年度

初心者も大歓迎！あなた
の参加をお待ちしています。

4月スタート

にしき活き活き大学の受講者募集
主催：錦町教育委員会・錦町公民館
申込み・問合せ ☎38－4450

いつまでも健康で楽しみながら学習することは、とても有意義なことです。日常生活に張りをもたらし、
仲間との交流を通して活き活きとした人生を送りませんか？

【募集要項】
　〇講座は月１回の１年コース、または月２回の半年コースとなります。
　〇受講料は１講座につき、1,200円です。※退会の場合は返金いたしません。
　〇講座に必要な教材費用等は受講者の負担となります。
　〇申込み多数の場合は新規の方を優先します。
　〇各講座の日程や詳細につきましてはお申込み後にご案内します。
【対象者】錦町にお住まいの方　
【募集締切】令和７年３月２１日まで
【申込み・問合せ】教育振興課 社会教育係
　　　　　　　　 ☎０９６６-３８-４４５０　

健康マージャン 落合 通克 先生 楽しい絵てがみ 米多 万希子 先生

カラオケ 万江 みどり 先生

パッチワーク（エンジョイコース） 藤川 泰代 先生パッチワーク（初心者コース） 藤川 泰代 先生

オカリナ（初級コース） 高場 俊郎 先生

太極柔力球 
【木上コミセン】第３火曜日10：0０～
体幹を鍛え体のバランスを良くします。
軽い運動ですので、どなたでも参加できます。

【青年会館】第2木曜日10：0０～
カラオケは体ひとつでOK！家では出せ
ない大きな声で歌い、健康にも期待できます。

【青年会館】第３木曜日10：0０～　
初めてでも安心です。
基礎からしっかり学べます。

【青年会館】第２・４水曜日10：0０～　
日本の歌唱や世界の名曲などを基礎から
学びます。初めての方はオカリナ、教則
本一式に約11,000円必要です。

オカリナ（中級コース） 高場 俊郎 先生
【青年会館】第１・３水曜日13：3０～
初級で身につけた力を更に高め合奏曲
などで演奏力を深めます。

【青年会館】第2・４火曜日13：30～
『(お金)賭けない・(お酒)飲まない・(タバコ)吸わ
ない』をモットーに手先を動かし、頭を廻らし認
知症予防に。初めての方、女性の方大歓迎です。

【青年会館】第３火曜日10：0０～
絵をはじめるのに早い遅いはありません。
初心者の方も大歓迎です。
※初めての方は道具代に約5,000円必要です。

きもの着付け 谷水 佐代子 先生 軽スポーツ
【農村婦人の家】第２火曜日10：00～
前結びは簡単でくずれず、腰紐や伊達締めを
使わずにゴムベルトだから楽チンです！
覚えやすく忘れにくいですよ。

社交ダンス 山本 矩子 先生 【西コミセン】第2・４水曜日10：00～

まずは楽しいマンボから！ダンスをとおして友達の輪が大きく広がります。

【青年会館】第３水曜日10：0０～
ボッチャやペタンク、モルック等の軽スポーツ
は誰でも気軽に楽しく参加できるスポーツ
です。みんなと一緒に汗を流しましょう！

【青年会館】第４木曜日10：0０～
ひと針ひと針を手で縫って作品にしていく
時間を一緒に楽しみませんか！

橋田 實子 先生

カラオケに参加のみなさま！

生

ポーツ
ツ

W

3

202
No.8

広報

に
し
き

　
　

　
　

　
  〒

868-03

生


